
ユーザーから報告されたメールの調査
と対応 
OutlookやGmailのアドイン経由でエンド
ユーザーからフィッシングやスパムとして
報告されたメールは、Microsoft 365や
Google Workspaceの管理者が確認し、迅
速かつ優先的に修復されなければなりませ
ん。Microsoft 365やGoogle Workspace向
けの大半のサードパーティ製メールセキュ
リティソリューションでは、プロセスが複
雑で時間がかかります。メールを個別にレ
ビューする必要があり、類似したメールで
のグループ化もされておらず、一括修復も
不可能です。

Reported emails は、ユーザーから報告されたメールを1つのインターフェ―スにまとめて表示し、組織のセ
キュリティ体制を改善し、時間とITリソースを大幅に節約します。

Reported emails 
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Reported emailsによって、管理者は、Vade for M365とVade for Google Workspaceの単一のダッシュボードでメー
ルの優先処理と修復ができます。この 機能によって、報告されたメールが集約され、類似する未報告メールのグ
ループにまとめられるため、管理者は、対応時間 を短縮し、セキュリティインシデントを本部から一括で修復でき
るようになります。

ユーザーが報告した脅威インテリジェンスの力を利用する

集約されたユーザーレポート
管理者は、Microsoft Exchange やGoogle Moderation Toolに切り替えることなく、Vade for M365や Vade for Google 
Workspaceの管理画面からユーザーから報告されたメールを確認することで、時間を大幅に節約できます。 

修復
ユーザーから報告されたメールを1つのダッシュボードから修復するため、IT部門は潜在的に危険なメールをユーザー
の受信トレイから削除する時間を短縮し、類似するメールが組織全体に広がるのを未然に防ぎます。

クラスター化されたメール
ユーザーから報告されたメールと、それに類似する未報告のメールが存在する場合、クラスターにグループ化されるた
め、管理者はメールを一括修復することで時間を節約、さらには他のユーザーに転送された脅威も修復します。

報告されたメールのアラート
Reported emailsのダッシュボードでアラートを設定すれば、管理者は重要なユーザーレポートを見逃すことがなくなり
ます。
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